
組織培養により作出されたジャガイモの輸入検疫

ジャガイモの試験管培養体あるいはマイクロチ

ューバー(小 塊茎)が 輸入された事例は、ここ2

年間に9件 あり、延べ71品 種、133個体が隔離栽培

されている。これらはいずれも輸入禁止品特別許

可を受けて、アメリカ、ペルー、イギリス、スウ

ェーデンなどから輸入されたものである。

試験管から取り出した植物あるいは小塊茎から

萌芽した芽は軟弱なため、植物の取り扱いには細

心の注意を払いながら栽培管理し、いずれの品種

も植付後5～7か 月で新 しい塊茎が得られている。

栽培期間中には通常の検査すなわち肉眼検査、

電顕検査、接種検定、ELISA検 定及び電気泳動に

よる検定を行った結果、組織培養体で輸入された

アメリカ産1品 種2株 からジャガイモ葉巻ウィル

ス、1品 種1株 からジャガイモSウ イルス、また、

イギリス産小塊茎、2品 種5個 体からカルラ ・ウ

イルス(同 定中)が 検出されている。

このように茎頂培養により作出された植物でも

ウイルスを保毒している事例がある。組織培養技

術の普及進展に伴って、組織培養体の国際間の取

り引きは今後益々活発化するものと思われるが、

品種導入などに当たっては十分なウイルス検定を

行うことが大切である。

組織培養体

マイ ク ロ チ ュー バ ー 生育状況

海外のニュース

イ ス ラ エ ル に 侵 入 し た 火 傷 病

Erwinia amylovoraに よって引き起されるナシ、

リンゴの火傷病は、北アメリカ、ヨーロッパ、そ

の他の分布国において、洋ナシ、リンゴなどのバ

ラ科植物に大きな被害をおよぼしており、その防

除に各国とも力を注いでいる。また、わが国をは

じめとする未分布国においては、その侵入を特に

警戒している代表的な病害のひとつである。

この度、イスラエルにおいて本病の発生が、新

たに確認された。

同国では1984年 以前には、本病の発生は確認さ

れていなかったが、1982年 エジプト、1984年 キプ

ロス島と次々に近隣地域に分布拡大 したことから、

本病の侵入警戒調査が行われていた。

1985年6月 初旬、ヨルダン川上流のRosh Pin-

na地 区の洋ナシ園で本病の病徴である枝の先枯れ

や花芽の凋れなどを起 している樹が発見された。

その後の綿密な調査の結果、他に、Lavi、Allon-

imな ど7地 域で洋ナシに同様の病徴が認められた。

被害は、3地 域の洋ナシ園で5～10%の 樹に、残

りの5地 域では、わずかの樹に発生 していた。調

査に当たっては、多量の試料を整一かつ迅速に調

査できるE.amylovoraの 選択培地及び血清反応を応

用 したDot-ELISA法 が利用され、短期間にイスラ

エル全域の調査が行われた。侵入経路については、

キプロス島から風によって運ばれたとする意見も

あるが、正確なところは分っていない。
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